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世界の平和

崎原珈琲倶楽部結成

７月の主な行事

平田まりなさんを迎えて

崎原小中学校 校長 鑪 謙治

♪ 東亜のみ空は くもはれて 喜びいさんで もろともに
郷土の栄 祈りつつ 世界の平和 うちたてん♪

本校の校歌，4番の歌詞です。集落の皆さんの中にはご存知の方も
多いのではないでしょうか。先日，鹿児島県中学校校歌集に掲載され
ていたものを見つけていただきました。本校の校歌は，昭和20年小湊
小より独立し，崎原国民学校となったときに，初代校長東可梯先生が
作詞されたものです。現在は，体育館にも校歌は３番までしか記載が
なく，てっきり３番までしかないと思っていました。ところが，４番
まであったということで，驚きと共に「いつから歌わなくなったのだ
ろう」という疑問が…。

これまでの学校でも，戦後になって校歌が変更になった学校はあり
ました。それまでの軍の体制や日本の体制から変更を余儀なくされた
ようです。昭和20年といえば，終戦の年1945年です。東校長先生が赴
任されたのは，3月31日ですから，まだ戦時中ということになります。
この時期の記録によると，昭和20年４月に爆弾により校舎は破壊。同
年10月には台風で，新校舎が倒壊。21年１月に海軍病棟を貰い受けて，
当時の青年団の協力も得ながら，21年９月から新校舎で授業を始めた
そうです。そんな大変な，この4番の歌詞「世界の平和 うちたて
ん」はすごい志だと思います。「東亜のみ空は くもはれて」も戦争
で混沌とした東アジアの雲がかかったような暗い世界が終わり，早く
晴れ渡って欲しいという願いでしょうか。

現在の世界情勢も当時に似てきているように思えます。ウクライナ
侵攻も解決策は見えないまま，ミサイルや銃弾が飛び交う毎日が続い
ています。北朝鮮のミサイルも日本の経済水域に落とされ続けていま
す。あれほどの戦争を起こした我々人類は，また同じ過ちを繰り返す
のでしょうか。とても残念で仕方がありません。

今年，奄美群島は日本復帰70周年を迎えます。そのタイミングでこ
の歌詞が出てきたことは，まさに運命的だと思います。悲惨な戦争，
そして，その後占領下にあった奄美だからこそ「世界の平和」と訴え
ることができるのではないかと思います。そこで，今年度はこの４番
の歌詞を運動会や卒業式等でも歌いたいと思います。また，いつごろ
から歌わなくなったのか。どうして歌わなくなったのかも調べていき
たいと思っています。もし，ご存知の方がいらっしゃいましたら，崎
原校まで連絡いただけるとありがたいです。

本年度は，奄美群島日本復帰70周年。各地で様々なイベントが開か
れると思います。当時のことをみんなで振り返りながら，戦争を二度
と起こしてはならない。という思いをさらに強めていけたらと思いま
す。また，当時のことで，貴重な資料をお持ちの方，お話を聞かせて
いただける方がいらっしゃいましたら，こちらも崎原校へご連絡お願
いします。

３日（月）不審者対応訓練

４日（火）校内弁論大会

７日（金）薬物乱用防止教室

８日（土）水泳発表会・学校保健委員会・学級PTA

１４日（金）県民の日 親子読書の日

１５日（土）青少年育成の日

１６日（日）家庭の日・市民総ぐるみ清掃活動

２０日（木）終業式・大掃除（給食あり）

２４日（月）プール開放（～２８日）

８月１日（火），２１日（月）は出校日となっております。

８月２７日（日）はPTA奉仕作業を予定しております。

よろしくお願いします。

９日(金)は，4年ぶりに奄美市複式
5校集合学習が小湊小学校で行われ
ました。普段は，教室に2～3人しか
いない崎原小1～4年ですが，複式5
校が集まると1学年20人近くになり，
普段できないことをたくさん経験し
ました。特に，多人数での国語の授
業は，見所がたくさんありました。
子どもたち同士で，考えを共有する
場面では，これまでなかなか気付か
なかったことにも気付けて嬉しそう
でした。
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愛情と信頼に満ちた明るく活気のある学校 地域に支えられ子どもたちと保護者に愛される学校

～児童生徒会スローガン～

光
共に笑おう 共に進もう
個性で彩る３０の夢

小 学 校 修 学 旅 行

1０日(土)は，平田まりなさんを迎えて島唄コンサートを行い
ました。まりなさんのお母様が，本校の担当をされていたことも
あり，崎原校にいらっしゃったときにまりなさんの話が出て，早
速来ていただいたというわけです。当日は，霧が出て，湿度が１
００％に近い状況で，天然のスモークが流れる状況でした。まり
なさんの三味線と唄が響くだけでなく，まりなさんの島唄や奄美
に対する熱い思いも聞かせていただきました。途中，子どもたち
も一緒にチヂンをたたいたり，うたったり，集落や保護者の皆さ
んも加わって踊ったりととても充実した時間を過ごさせていただ
きました。また，崎原に来ていただけるということでしたので，
もっと，島唄だけでなく，奄美を愛する気持ちを学びたいと思い
ます。御参加いただいた皆さん，ありがとうございました。

７～８日は，崎原小，小湊小，大
川小，芦花部小，知根小の複式5校
で修学旅行が行われました。鹿児島
市内で自主研修を行ったり，平川動
物園に行ったりと楽しい時間を過ご
しました。他の学校の子たちとも仲
良くなり，とても充実した修学旅行
になりました。

20～22日はふるさと体験留学が行われました。今年は，奄美
市内の大規模校から8名の児童が崎原校へ体験留学に来てくれま
した。 初日は，タナガとりを行う予定でしたが，前の週から
の大雨で，川が増水。やむをえず延期としました。2日目は，集
落の柿本さんにお願いして，郷土料理作りを行いました。ツワ
ブキと島タコのちらし寿司とはったい粉餅を作っていただきま
した。ちらし寿司は，これまで食べたどんなちらし寿司よりも
おいしく，崎原小だけではなく，もっと多くの方々に食べて欲
しいと思いました。3日目は，すももジャムづくりを行いました。
昨年度までいらっしゃった岡村先生からいただいたすももを森
真里子先生に教えていただきながらジャムにしました。体験留
学で来ている子どもたちはもちろん，本校の児童たちも大喜び
でした。25日（日）に行われた浜オレにも今回参加した子ども
たちも参加してくれ，楽しんでくれていました。今後も崎原校
区のアピールを頑張っていきたいと思います。御協力いただい
た皆さん，ありがとうございました。

ふ る さ と 体 験 留 学

～生徒の感想から～
土曜授業すごく楽しかったです。久しぶりに生の島

唄きけて嬉しい気持ちになりました!!唄を歌ったり，
踊りもたくさんできたりして親に自慢しました。まり
なさんのきれいな歌声でひさしぶりに「らんかん橋」
もきけてよかったです。


